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さまざまな才能が生かされる
環境づくりを綾部で！
荒賀　今日は綾部高校の先輩の北井さんとゆっく
りお話をする機会を得られてうれしいです。あり
がとうございます。北井さんは昭和51（1976）年
に東京大学を卒業され厚生労働省（当時の労働
省）に入省され、婦人福祉課長、婦人政策課長、
そして官房審議官や雇用均等・児童家庭局長など
を歴任され、「男女雇用機会均等法」の改正などに
尽力されてきました。今でこそ「女性活躍」や

「ワークライフバランス」といったことが企業経営
のなかでも大切なものとされていますが、まさに
その先鞭といいますか、道筋をつけられたおひと
りです。ぜひ当社の取り組みなどについても忌憚
なき意見などをお聞かせいただければと思います。
北井　御社の「統合レポート」 に目を通させてい
ただきました。そのなかでグループ会社のおひと
りが綾部ご出身で「ふるさとを大事にしている」
ということを話されていましたが、従業員の方は
やはり地元綾部の方が多いのでしょうか。グンゼ
創業の地で女性雇用が確立しているところに、次
は男性の働き口をつくるということで、日東精工
が創立されたという歴史もあるわけですけれど、
やはり地元の方が大半なのでしょうか。

荒賀　今は大学卒業者の場合は地元（綾部・舞
鶴・福知山）からが半分、もう半分は京阪神から
ですね。高校卒業者はほとんどが地元出身者です。
それから新規採用だけでなく、中途採用・経験者
採用もあって、以前はあまりなかったことですが、
結婚を機に男性のほうがこれまでの仕事を辞めて、
パートナーの女性が働いている綾部に転職すると
いうケースも増えています。ただその一方で、綾
部には工業団地があって大手企業の工場や事業所
もあるけれど、都会からの転勤を嫌がる方も多い
と聞いています。就業時間内はもちろん会社でし
っかり働く。しかし会社以外の他のかかわりがあ
まりなく、仕事が終わってからの楽しみが少ない。
結局、週末は京都や大阪に戻って昔からの友人と
いっしょに過ごす……こんな若い人が多いとも聞
いています。やはり田舎より都会のほうが楽しい
ということもあるのでしょうが、それよりも綾部
に会社以外での知り合いが少ないということが問
題でしょうね。
北井　私が子どものころはグンゼさんのお仕事の
関係で都会から綾部へ引っ越してこられるご家庭
も多く、そのお子さんたちと過ごすことがとても

自分たちが思うだけでなく、外から見ても
「いい会社」だと言われ続けるためには
当社が本社をおく綾部市のご出身で、厚生労働省で官
房審議官や雇用均等・児童家庭局長などを歴任され、退
官後は弁護士として、また企業の社外取締役や日本ユニ
セフ協会の顧問としても活躍されている北井久美子さん
をゲストにお迎えし、当社代表取締役社長荒賀誠と、よ
りよい会社、働きやすい会社にしていくためにどうすれ
ばよいかについてお話をさせていただきました。

北井久美子さん（右）と当社代表取締役社長荒賀誠。
撮影協力／ロイヤルクリスタルカフェ銀座
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いい刺激になったりもしました。もちろん、仲良
く遊びもしましたけれど、都会から来た子は勉強
ができる子もたくさんいたので、よそから来た子
どもたちには負けてられへんという気にもなりま
した。
荒賀　そういう交流というか、横のつながりが大
事ですね。ですから、今申し上げた単身赴任の若
い従業員が、週末・休みの日にも綾部にいたくな
るようなつながり、皆が楽しめるような魅力的な
イベントなどをつくっていきたいという話も進ん
でいるようです。当社の企業理念は「地域に貢献
する」ですが、さまざまな才能をもった人たちが、
綾部でそれを生かしていける環境をつくっていく
ことも大事だと思っています。
北井　〈若者、バカ者、よそ者〉という言葉があ
りますが、地域の活性化にはそうした人たちの力
が欠かせませんね。会合やイベント、そしてもち
ろん仕事でもそうですが、ユニークな視点やほか
にはない発想があったほうがよりよいわけです。
当然、女性の参画も必要になってきますね。ちな
みに日東精工さんでは、今、男女比率はどのくら
いでしょうか？

女性が「活躍」できない
その背景を理解するべき
荒賀　男性が85％、女性が15％ぐらいで、本当は
8対２と言いたいところですが、まだそこまでは
いっておりません。しかし課長職以上の女性管理
職比率は少しずつ向上しています。ただ、これは
綾部という風土もあるのでしょうか、最初のころ
は「私はこのままでいいです」と役職登用の打診
を断られることもありました。
北井　いやいやそれは綾部にかぎったことではあ
りません。今は昭和でなく令和の時代ですが、そ
れでも「私は役職や管理職につかなくていい。昇
進しなくてもいい」という女性も少なくはありま
せん。私はそうした人たちに「ほんとうに必要と
されている、評価されているのだから、自信をも
って受けなさい。力を認めていない人にオファー

はこないのだからチャンスは生かしなさい」と言
っているのです。実際、役職についた女性たちの
アンケートによると、約 8割がよかったと答えて
います。自分の視野が広がった、やりがいが生ま
れたというわけですね。その一方で、そうしたく
てもそうできない事情を抱えるケースも多い。結
婚した女性の場合、だいたい最初の昇進の時期と
子育ての時期が重なってくるわけで、仕事はした
いけれど残業ができない。育児と両立できない。
こういう現実があるわけですね。
荒賀　たしかにそうですね。そこで当社ではまず

「働き方改革」からはじめました。「残業ができな
いから役職が受けられない」という声に対して、

「残業ありき」で仕事をするのではなく、決めら
れた時間のなかで成果を出すことが重要であると
いうことを意識面から変えていきました。そして
短時間勤務制度を取り入れたり、女性リーダー研
修やキャリア面談なども行ったりして地道に取り
組んできました。次に続く世代が「○○さん（女
性管理職）を見ていると大変そうだから私には無
理」と思うのではなく「〇〇さんのようになりた
い。私にもできるかもしれない」と思うようにな
ってほしいわけです。
北井　それはほんとうに素晴らしいですね。「私
は役職につかなくていい」という言葉尻だけをと
って「女性の労働意欲は低い。向上心がない」な
どと勘違いしている経営者がまだまだ少なくない
のです。そういう経営者にこそ「研修」を受けて
ほしいと思いますね。
荒賀　それから当社では新たに「主任」制度を導
入しています。主任は管理監督者と違って労務管
理の職務はないけれど、職場のリーダーとして責
任ある業務を行ってもらいます。性別にかかわり
なく若い世代からの登用も可能で、次世代リーダ
ーとして経験値を積んでもらう役職です。こうす
ることで、子育てや介護などがあっても、ある程
度は自分のペースで仕事ができるわけです。実際、
すでに主任には現役の子育て世代、育児短時間取
得者も任命しています。
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北井　近年は、たとえば警視庁でもそういう取り
組みを強化しています。警察はその職性から夜の
勤務を含み、不測の事態が起きたらいつでもすぐ
に対応しなければいけない職場ですが、子育て中
の人は細やかに配慮されるようになりました。優
秀な女性は早め早めに昇進させ経験を積ませてお
くとか、逆に子育てが一段落してからでも追いつ
いていけるような柔軟な昇給、昇格制度も充実し
ていってほしいです。日ごろから女性活躍には

〈経営者の本気、上司の本気、そして女性自身の
本気〉、この3つの本気が必要と申し上げています。
私は31歳のときに滋賀県庁へ出向し、女性初の職
業安定課長になりました。県内の公共職業安定所
職員の人事権を握り、大きな予算をもつポストで
す。当時は男性の妻帯者が出向くのが慣例で、女
性なんかとても務まらないという声もあったと聞
きますが、上司が「北井なら大丈夫」と後押しし
てくれ、また当時の武村正義滋賀県知事も了とし
てくださった。自分の力だけではなく、上司の本
気、トップの本気のおかげです。荒賀さんのよう
な方がトップだと女性活躍も進んでいきますね。

無意識での思い込み、
男女格差はまだまだある
荒賀　 ありがとうございます。私は長く人事関
連の業務に携わってきたのですが、誰もが働きや
すい、そしてやりがいをもって働ける環境づくり
を心がけてきました。もちろん、時代による価値

観の変化というものもありますが、そもそも各自
の価値観や感じ方はそれぞれ異なりますので、相
手にとってよかれと思ったことが、じつはそうで
はないということはどんな時代にも起こり得ます。
たとえば上司が女性の部下に対して感じがちの、
女性だから頼むのは申し訳ない、育児中だから時
間的に難しいだろうという無意識の思い込み、い
わゆるアンコンシャスバイアス。しかし、それに
よって本人の希望やチャンスの芽を摘み取ること
になれば問題です。そのようなことを避けるため
にも、日々のコミュニケーションを深めていくこ
とが大事だと思っています
北井　アンコンシャスバイアスといえば、先ほど
お話した滋賀県庁へ出向していたときのことです
が、あるとき人事担当の部下（といってもかなり
年上）が、困り顔でいるので、どうしたのと聞く
と、○○のポストに適任者がいないというわけで
す。「え、どうしてですか。〇さんはどう？　い
つも彼女は優秀だとおっしゃっているじゃないで
すか」と女性の名前を挙げると、はたと手をうっ
て「ほんとうにそうですね」ということになった。
その後、その○さんは活躍し、滋賀県で女性初の
公共職業安定所所長になりました。
荒賀　別に意識して外すつもりではなかったけれ
ど、選択肢に女性が入っていなかったわけですね。
3、40年ぐらい前のお話でしょうか？　当時と比べ、
今はそれこそ北井さんが改正にかかわられた「男
女雇用機会均等法」などもできて、状況は変わっ

東京大学在学中に国家公務員試験と司法試験に合格。
1976年に労働省（現・厚生労働省）に入省。雇用均
等・児童福祉政策の分野では、課長、審議官、局長
として男女雇用機会均等法の改正、介護休業の法制化、
幼保一体型総合施設法の制定などに携わる。1976年
から一日も無職だったことがないというのが御自慢
で、厚労省退官後も中央労働災害防止協会専務理事、
東京都公安員会委員長などを歴任。現在も弁護士の
ほか、企業の社外取締役や日本空手協会理事、日本
ユニセフ協会顧問などしても活躍。2024年5月からは
「東京あやべ会」の会長も務めておられる

北井久美子さん
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てきているわけですね。
北井　「男女雇用機会均等法」は成立当初は弱い
法律といわれていたのですが、私が課長のときと
局長のときに2 回大改正を行い〈みにくいアヒル
の子といわれたものを白鳥に育てた〉と評価をい
ただきました。法律や制度はほぼできたので、あ
とはそれをどう生かしていくかが大事です。多く
の企業では今でもまだまだ男女格差が大きいので、
現状を把握し課題を分析して行動計画（期間、目
標、取組内容）をつくり実施していく「ポジティ
ブアクション」を進めていっていただければと思
います。
荒賀　育児休暇制度がありますね。当社では女性
はほぼ全員が取得していて、男性は約6割が取得
しています。
北井　この6割が 8割ぐらいになると、よりハー
ドルが低くなって自分もとってみようかなとなっ
ていきます。男性も本当は育児休暇を取りたいわ
けですから。
荒賀　当社の材木会長からこんな笑い話を聞いた
ことがあります。家でテレビを見ていたら、子ど
もの非行、反抗期のことを取り上げていたので、

「うちの子どもたちには反抗期がなかったね」と
奥さまにお話されたのですが「いえいえ、しっか
りありましたよ。あなたが知らないだけです。ほ
とんど家にいなかったからわからなかっただけで
す」と答えられ、グーの音も出なかったというこ

とでした。昔は奥さんに家事・育児はまかせてお
けばいいということでした。しかし今はそんな時
代ではありませんね。
北井　ただ男性の場合、育休を取っても、それは
妻と一緒のタイミングでというのが今はほとんど
のようです。奥さんをサポートするための育休で
はなく、彼女が外で働く時間を設けるかわりにメ
インで育児をするということが大事だとは思うの
ですが、そう言うと「いやぁ、それは自分には無
理です」と返ってきます。このような状況も徐々
に変わっていくのでしょうが、変わるのを待つの
ではなく、どんどん「ポジティブアクション」を
進めていっていただきたいですね。
荒賀　そうですね。そのためにも公正で誰もが活
躍できるインフラ（制度）づくりと意識改革の両
輪を回し続けていきたいと思います。そして男性
の育児休暇取得率や女性管理職比率など、数値目
標を立てて、実績値を必ずクリアしていくことだ
と思っています。役員構成においても女性や外国
人など多様性のある組織にしていきたいと考えて
います。
北井　ここ十年、社外取締役や社外監査役、それ
も女性を登用するのがある種ブームみたいになっ
ています。実際、私もいくつかの会社で社外役員
を務めてきました。しかし、社外役員はお飾りで
おいておけばいいという時代ではなく、また女性
であればいいという時代でもなくなりつつありま
す。しっかり役割を果たしていきたいと思ってい
ます。
荒賀　さまざまな人、さまざまな価値観に対応し
ていく、皆が安心して働いていける会社でありた
いと願っています。ベースにあるものは創業から
今も変わることはありませんが、そのときどきに
応じて、よりよいものに更新していかないといけ
ないと思っています。他社と比較したり、評価を
されるために取り組むことではないのですが、国
や京都府の認定制度など、外からの客観的な目で
見てもらうことも大事だと思っています。案外、
中にいると見落としていることへの気づきもあり当社代表取締役社長 荒賀誠
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ますし、自分たちだけでなく、外から見てもいい
会社だと言っていただければありがたいですね。

東京あやべ会の
つながりに注目！
荒賀　ところで北井さんは昨年からは「東京あや
べ会」の会長も務められています。綾部出身者の
懇親会とでもいうのでしょうか。この「東京あや
べ会」の会合には私もなんどか参加させていただ
いたことがあるのですが、錚々たるメンバーが名
を連ねておられます。北井さんは厚労省を退官さ
れた後、東京都の公安委員長を務められたのです
が、東京都の公安委員全 5人のうち、綾部出身者、

「東京あやべ会」会員が 2人おられたという時期
もあって、ほんとうにあやべ人脈のすごさに驚き
ました。
北井　毎年、「東京あやべ会」の会合で山崎善也
綾部市長に綾部の最新事情をお話いただいている
のですが、山崎善也市長誕生も、もともとはこの

「東京あやべ会」で四方八洲男前市長と出会った
ことがきっかけだったとお聞きしています。
荒賀　いまの会員数はどれくらいでしょう？
北井　数百名の登録がありますが会合には毎年
60～80名が参加されています。そのほかにも東
京の大学に通う学生さんなども集う「AYAの会」
があり、この「AYAの会」に先日は長瀬次英さ
ん も 参 加 さ れ た よ う で す 。こ の 長 瀬 さ ん は
Instagramの初代日本代表で、日本の若手経営者

（リーダー）のおひとりですが、じつは綾部生ま
れで、それこそSNSでこの会とつながったとい
うことだそうです。今は昔と違って個人情報がと
りにくいので、正直、若いメンバー、新規会員獲
得に苦労しているのですが、こういうつながり、
ネットワークを大事にしていきたいと思っていま
す。
荒賀　長瀬さんには先日、当社で講演※をしてい
ただきましたが、やはりそのきっかけは当社の社
員がその「AYAの会」で長瀬さんの席の隣に座
らせていただいたことだと聞いています。まさに

「東京あやべ会」のネットワークを活用させてい
ただいたわけです。今日のお話の冒頭で、当社、
日東精工は綾部の地域雇用創出のために生まれた
会社であるという話が出ましたが、その根本を大
切にして、これからも当社は本社を綾部におき続
けます。綾部を大事にするということは、綾部だ
けにこだわるということではありません。いろい
ろな人、モノが綾部とつながっていくことが大事
ですね。北井さんにも、そして「東京あやべ会」
にもこれからもお世話になりますが、よろしくお
願いいたします。本日はありがとうございました。

※長瀬次英さんとの講演や対談は
　ニュースレター2025年2月号に
　掲載しました。ご興味のある方
　は右記QRからお読みください

「あやべ会」
綾部出身者、綾部にゆかりのある人の懇親会で「東京
あやべ会」「京都あやべ会」「大阪あやべ会」などがあ
る。「東京あやべ会」の例会は年に一度で、次回は5月
25日、有楽町の新国際ビル9F 日本交通協会 会議室で
13:00開場、13:30開会。長瀬次英さん、山崎善也綾部
市長の講演、そして懇親会を予定。会費は一般7千円

（ご夫妻の場合は1万円）、学生2千円。下記から申し
込みが可能
●問い合わせ 
東京あやべ会事務局   tokyo.ayabe@gmail.com
●東京あやべ会HP：
https://tokyo-ayabe.jimdofree.com/
●Facebook公式ページ：
https://www.facebook.com/tokyo.ayabe.kai

5



東京支店を移転し、
新たに「東日本支店」としてスタート

「日本でいちばん大切にしたい会社大賞」で 
『地方創生大臣賞』を受賞

　当社では3月31日に、これまでの「東京支店」を新
横浜へ移転し、新たに「東日本支店」として営業を
開始しました。今般の移転および改名によって、①
販売エリアの明確化による包括的なサービスの提供、
②主要交通機関へのアクセス向上による営業力の強
化、③働きやすい環境の整備とワンフロア化による
従業員同士のコミュニケーションの活性、④業務効

率化と快適性による従業員エ
ンゲージメントの向上、⑤事
業拡大に伴う従業員数の増加

　当社は、『第15回「日本でいちばん大切にしたい
会社」大賞』において『地方創生大臣賞』を受賞い
たしました。本賞は、株主だけでなく、従業員とそ
の家族、外注先・仕入れ先、顧客、地域社会—の5者
をはじめ、人を大切にし、人の幸せを実現する行動
を継続して実践している会社のなかから、とくに優
良な企業を表彰する制度です。そして「地方創生大
臣賞」は地方での雇用の創出のほか、地域創生に関
して優れた企業行動を実践し、企業永続性がある企
業に贈られるものです。 当社の受賞理由は以下3点。

　１）ステークホルダーの優先順位の第一は社員と考え、
会社と二人三脚で共に成長、発展するためにモノづくり
を行い、その幸福の実現に向け、健康経営銘柄、なでし
こ銘柄などにも積極的に取り組むとともに、高卒入社者
が大学等へ進学する場合の奨学金制度を導入するなど、
若者の支援にも力を入れている。
　２）社員教育制度は技術力だけでなく人間力も強化で
きる内容となっており、「一般社団法人綾部工業研修所」

（理事長：荒賀誠）の講義には社員を派遣するなど地元企
業の教育研修にも注力し、地域全体の底上げにも寄与し

を見込んだオフィス面積の確保などが得られます。
　新しい体制のもと、皆様により一層ご満足いただ
けるサービスを提供できるよう努めてまいります。

■新名称と移転先
日東精工株式会社　東日本支店
〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜3丁目9-18
新横浜TECHビルA館／5F
JR新横浜駅から徒歩7分（約400m）

　当社ではこういった外部評価を励みとしつつ、そ
の魅力やノウハウをより多くの方々と共有していけ
ればと、経営トップである会長、社長をはじめさま
ざま社員が講演などを通して情報発信をしています。
下の画像は3月4日　関西同友会の依頼で当社代表
取締役会長材木正己が『絆経営で目指す地方創生』
というテーマでお話をさせていただいたものです。
　今後も、学び続ける社員を支援することで、弊
社のみならず地域社会
の原動力となる経営人
材を育成し、地域の発
展により一いっそう寄
与してまいります。

※当社は昭和35年7月5日に北品川に「東京出張所」（後に営業
所・支店）を設立。また、昭和40年には神奈川県横浜市港北区
綱島に「東京倉庫」を開設しました。「東京支店」はその後五反
田に移転し、平成13年には「南関東事務所」と統合した形で綱
島に移転。今回の移転は最初の東京支店開設から65年目、そし
て綱島移転から24年目の新たなステージとなり、さらなる飛躍
を目指すものです。また今回の機構替えにともない、名古屋支
店を中部支店、大阪支店を西日本支店へと呼称変更しています

ている。
　３）当社ＯＢが地元企業等から招聘され、その技術
力・経営力を高めており、自社だけでなく関係者とも
協力しながら地域を支え、盛り上げていくという姿勢
が強い。上場しても本社は綾部市であり、地方の上場
企業としての手本となる企業である。 

6



「アビリンピック京都大会」に協賛
全選手に記念品をプレゼント

経産省と東証が共同実施の
「健康経営銘柄2025」に選定！

「スポーツエールカンパニー」に
5年連続で認定

「アビリンピック」(ABILYMPICS) とは、障がい
者技能競技大会の愛称で「アビリティ」(ABILI 
TY・技能) と「オリンピック」（OLYMPICS）を合
わせた造語です。障がい者が技能労働者として社会
に参加できる自信と誇りがもてるようにその職業能
力の向上を図るとともに、障がい者の職業能力に対
する社会の理解と認識を深め、その雇用の促進など
を図ることを目的として職業技能を競う大会です。
　当社ではその理念に共感し、「第22回アビリンピ
ック京都大会」に協賛。出場参加者全員にオリジナ
ルポールペンを進呈し、
応援いたしました。

今般、経済産業省と東京証券取引所が共同実施する
「健康経営銘柄2025」に当社が選定されました。健
康経営に積極的に取り組む企業として１業種1社、
上場企業全体で53社しか選定されない銘柄で、当社
は3回目の選定となります。同時に「健康経営優良
法人2025（ホワイト500）」（経済産業省と日本健康
会議が共同実施）にも5 年連続で認定となりました。
また当社グループでは、日東公進㈱が「健康経営優
良法人2025（中小規模法人部門）ブライト500」、㈱ニ
ッセイが「健康経営優良法人2025

（中小規模法人部門）ネクストブラ
イト1000」、㈱ファインと東陽精
工㈱が「健康経営優良法人2025

（中小規模法人部門）」
の認定を受けました。

　本年度もスポーツ庁から「スポー
ツエールカンパニー」の認定を受け
ました。従業員の健康増進のために

「スポーツの実施に向けた積極的な
取り組み」を行っている企業を認定
する制度ですが、当社では従業員向
けのスポーツ・健康プログラムを充
実させているだけではなく、「あやべ
球場（日東精工スタジアム）」のネーミングライツ
を獲得したり、左の項で紹介している「アビリンピ
ック大会」や毎年4月に開催される「あやべ水源の
里トレイルラン」に特別協賛をしたり、地域のスポ
ーツ振興にも貢献しています。なお当社は5年連続
認定企業として「Bronze」を獲得しており、今後
は期間7年～9年：Silver、認定期間10年以上：Gold
を目指してまいります。

当社グループからも3名が大会に出場。
左から①表計算部門で銀賞に輝いた本田
秀一（経営企画室情報システム課）、②製
品パッキングで努力賞の土佐拓大（制御
システム事業本部製造部生産管理課）③
オフィスアシスタント（スタンダード）
に出場した山下圭一（日東精工SWIMMY）

当社は5年連続の認
定。また子会社の日
東公進は4年連続で
認定を受けています

「ものづくりワールド 2025名古屋
『計測・検査・センサ展』」に出展

　4月9日から11日まで「ポートメッセなごや」で「第
10回ものづくりワールド 名古屋『第6回計測・検
査・センサ展」が開催されました。この展示会は部
品、設備、計測製品などを扱う企業約700社近くが
集う中部最大級のものづくり展です。
　当社からは新製品の単軸自動ねじ締め『FM513 
VZR』（超低推力でワークに優しい締結を実現する
ねじ締め機、ニュースレター3月号で詳しくご紹介）
をはじめ、今注目のAI機能を搭載した部品画像検査
選別装置「ミスト
ルAI」など9製品
を出展し、日東精
工グループの技術
の高さとラインナ
ップの充実、総合
力を来場の方々に
アピールさせてい
ただきました。

また同展示会はオンラインでも見学ができるよ
うになっており、当社もリアル会場と同様の対
応をいたしました。詳しい内容は次号でご報告
いたします。

3月11日に「イイノホール」（東京 
内幸町）での認証式が行われ、プレ
ゼンテーターの前園真聖さん（左）と
ともに当社代表取締役社長荒賀誠
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蛇は脱皮を繰り返す

左 誠
の
言
霊
　24

こ
と
ば

日東精工代表取締役会長
綾部商工会議所会頭 材木正己

　この4月に当社が本社をおく綾部市に「有道佐一
記念ミュージアム『自適館』」が開館します。有道
佐一は現代アートの巨匠・ジャコメッティが絶賛し
た不世出の画家。没後40年以上が経ちますが、やは
り〈いいものはいい〉と改めて再評価されて、地元
で新しい試みがはじまっています。点描の油絵が代
表作といわれますが、じつは日本画にも良いものが
たくさんあり、大谷翔平選手と同様、まさに二刀流。
画像の墨絵は今年の干支、蛇（巳）を描いたものです
が、勢いがありながら、しっかり構図が決まってい

て、元気の〈気〉がも
らえるように思います。
　ところで蛇は脱皮を
することから変化、チ
ャレンジの象徴として
たとえられることが多
いです。その脱皮もじ
つは成長するため成長
期に一度や二度すると
いうものではなく、大人になっても、ずっと生涯に
わたり毎年のように脱皮するのだとか。常に変化す
る、その姿勢を見習っていきたいものです。


